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50 ％を越える奏効率を示すものの、一年以内に CPT-11 に耐性となることが多い。二次治
療ではその奏効率はわずかに 4 ％であり、薬剤耐性の克服が喫緊の課題である。CPT に対
する耐性機序は未だ解明されていないが、遺伝子修飾異常、特に DNAメチル化異常の関与
が示唆されている。我々は網羅的なメチル化検索方法を用いて、大腸癌と胃癌の患者にお
いて高頻度に異常メチル化している新規遺伝子 Dexamethasone induced protein (DEXI)を同定
した。タンパク配列解析により、DEXIは膜貫通型タンパクで、ロイシンジッパー構造を介





















MS-AFLP法により胃癌患者で 31.5 ％、大腸癌患者で 49.3 ％と高頻度にメチル化異常を
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